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ロスビー数は 「流れの慣性力とコリオリ力のどちらが支配的かを示す無次元数」 で、地球上の大気・海洋の運動を理解するうえで
欠かせない指標です。 最初に要点をまとめると、ロスビー数が小さいほどコリオリ力が強く効き、地衡風的（大規模・ゆっくり）な
流れになる、大きいほど慣性力が支配し、台風のような非線形で激しい流れになる、という関係です
ロスビー数とは何か
ロスビー数Roは次の式で定義されます。
Ro=U/fL
U：代表的な流速（風速・海流速度など）L：現象の水平スケール（低気圧の直径など）f：コリオリパラメータ（緯度によって変わる）
この式は、慣性力（流れがまっすぐ進もうとする力）とコリオリ力（地球の自転で曲げられる力）の比を表しています。
値が大きいか小さいかで、流れの性質が大きく変わります。
Ro<<1(0.1 など)コリオリ力が支配的
/流れは地衡風平衡に近い（等圧線に沿って吹く）/典型例：中緯度の偏西風・大規模低気圧/非線形効果は小さく、流れは比較的安定
Ro≒1
/慣性力とコリオリ力が同程度/非線形効果が無視できず、流れは複雑/典型例：台風・メソスケールの渦
Ro>>1
/慣性力が支配的/コリオリ力の影響が弱く、渦や乱流が発生しやすい/典型例：竜巻・小規模の強い対流
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認可が必要

認可が必要

報告が必要

報告が必要

許可の基準の審査にかかわる事項の変更には認可が必要
①適確に遂行するに足りる観測その他の予報資料の収集及び予報資料の解析の施設及び要員
②目的及び範囲に係る気象庁の警報事項を迅速に受けることができる施設及び要員
③予想の方法が技術上の基準に適合するものであること
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気象業務法および運用上、気象庁が警報・特別警報を発表した際に通知する主な機関は
次のとおりです。
・都道府県
・市区町村
・消防機関（消防本部・消防署）
・警察
・国の関係機関（国交省、海上保安庁など）
・報道機関（テレビ・ラジオ・新聞社など）
・ライフライン事業者（電力・鉄道・道路管理者など）
・防災関係機関（河川管理者、自治体の防災担当など）
これらは、警報でも特別警報でも同じです。
特別警報だから通知先が増える、ということはありません。
なお、警報・注意報は 個々の市町村を対象に発表する（国土交通省の解説） 
この「対象に発表する」という仕組みは、気象庁が市町村に直接情報を伝達することを
意味します


